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◆「アレルギーの臨床」に寄せる ◆

　創作料理というのはある。医療を創作するとい
うのは聞かない。保険医療でしっかり束縛されてい
て，思い浮かべられない。矢追インパクト療法はア
レルギー性疾患に対して 4～ 6個皮内注射すること
は保険で認められている。しかし数十個皮内注射す
る矢追インパクト療法は保険では認められていない
が，特定の疾患に効くということに束縛されない。副
作用もほとんど起きないこの療法は，糖尿病からヘ
バーデン結節・関節リウマチ・腰痛・肩こり・打撲
捻挫等による創傷・腫脹・疼痛・皮下出血等（例：
硬い地べたに尻もちをつき，尾底部を強打し，痛くて
痛くてしょうがない時）矢追インパクト療法を当該部
にやると効果てきめんです。足関節捻挫＝前距腓靭
帯損傷も当該部にやると経過がすごく早くなります。
仙腸関節障害等整形外科的様々な疾患・アトピー等
の皮膚病・不眠症・睡眠時無呼吸症候群・うつ病等
精神疾患にも効果あります。眼科的にはドライアイ・
涙目・眼瞼下垂・眼筋麻痺・眼瞼痙攣・斜視・緑内
障・白内障等の進行予防に，抗酸化作用が強いです
から，特に加齢黄班変性症にチャレンジしたいです。
様々な疾患（狭心症・心筋梗塞や肺炎等肺疾患）や
外傷による呼吸困難・関節の腫れ・疼痛等の救急医
療には抜群の効果あります。認知症・パーキンソン
病には若干効果あるように印象受けますが，未だ経
験症例不十分です。筋委縮性側索硬化症もミトコン
ドリアの異常，スーパーオキサイドの過剰生産によ
る（周辺細胞もふくむ）細胞死であれば抗酸化作用
の強力な矢追インパクト療法を試したいです。

対象と方法

　アレルゲンエキス 5種（ハウスダスト・猫毛屑・ダ
ニ・カンジダ・スギ花粉又はカモガヤ又はブタクサ）
各々に水 50％グリセリン 50％の希釈液（鳥居）を用
い超微稀釈（10億倍以上）し，猫背・円背・亀背・
側弯を呈し，骨粗鬆症・脊柱管狭窄症かつ根性座骨
神経痛あり，股関節の擦り減り変形，変形性股関節
症を有する筋力の低下したフレイル（frail）な御年

寄りに後頭部・頚部より両姿勢保持筋群に沿って腰
部迄皮内に別々に4～5mm前後のクワデルを作りま
す。方法は皮内テストと同じです。局所の発赤計測
はしません。関節リウマチは罹患関節上に直接皮内
注射します。直前直後の気分・血色・身長・眼裂の
開大等・関節腫脹疼痛の減少度・全身状態の変化を
観察します。御年寄りは見事に気分が良くなり，多
少身長が伸び，歩行も楽になって帰れます。肩こり
の激しい大顔な若い女性にやると，姿勢の弛みがと
れて小顔になりシェイプアップします。腰の痛い太
鼓腹の男性にやると，その場で腰痛がとれ，動きが
良くなり，身長が少し伸び，腹囲が減少します。

まとめ

　この療法が糖ではなく中性脂肪の燃焼により，も
のすごいエネルギーを体内（筋肉内）で発動させ（ミ
トコンドリアを増加させ），基礎体温を上昇させ，末
梢循環改善を行っていることを物語ります。運動な
どできない人・寝たきりの人の運動代替療法になり，
糖尿病の治療も予防にもなります。漸次高濃度使用
という減感作療法は現在行われていますが，アレル
ギー 1種類のみ，長期間を要し，効果の薄さ・無さ，
危険性等とは考え方・目論見から似ても似つかぬ療
法となります。超微希釈し多種かつ皮膚の広範囲使
用の矢追インパクト療法はもっともっとスケールの
大きな療法になると確信します。元へ戻す，若い方
へ戻す療法なのです。船井幸雄氏（船井総研）の本
物というキーワードを使用させていただければ，
A： ①単純　②万能　③即効　④良い事ばかりで副
作用なし　⑤制約がない

B： ①安全　②快適　③ローコスト　④ハイクオリ
ティー

C： 自然がお手本→蘇生化（生命機能修理修復高揚）
してゆくもの　

エントロピーの減少を導くDeep inflammationを救う
ために artificial shallow inflammationを作ります。
　飛躍しますが，STAP細胞が目指す刺激惹起「人工
的な外的刺激で体細胞が初期化するのではないか」
を既に細胞の塊である人間に実践している療法が矢
追インパクト療法です。矢追博美先生（2015年 2月
没）は，生体は“適度な刺激”を“適当な間隔”で
“繰り返し受ける”ことで自然に心身共に健康・健全
な状態を維持・増進できる。この人間生命への basic
＆ radicalな治療法を，矢追インパクト充電理論 Yaoi 
Impact Charging Theory（YICT）と名付けました。
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